肝炎治療費助成実施要領の変更（H28.4.1）に係る手続き
～核酸アナログ製剤の更新申請に係る診断書の簡素化～
【肝炎治療特別促進事業の改正要旨】

肝炎医療費助成に係る核酸アナログ製剤による治療費助成の更新手続きについては、更新を行う多くの患者において治療内容（製剤）の変化がないことを踏まえ、平成２８年度より、以下のとおり簡素化を図る。

○肝炎治療特別促進事業の改正点

・更新申請の添付書類について、診断書に代わり添付資料（「検査内容が分かる資料」及び「治療内容が分かる資料」（以下、「添付資料」という。））でも可とする。

　・添付資料は、（1年以内の）直近の認定・更新時以降に作成されたものとする。
【佐賀県ウイルス性肝炎治療費助成事業実施要領の変更】

様式第２－４号（診断書）の変更、及び診断書に代わる参考様式（肝炎核酸アナログ製剤治療の更新申請に係る記録）の追加。
なお、参考様式での申請の場合は、添付資料を添付する。

【申請に係る手続き】
①認定協議会に係る判断に要する資料は、診断書様式、又は参考様式とする。
②参考様式は、申請者の負担軽減のため、原則として、医療機関の肝炎コーディネーターが記載し、保健福祉事務所が確認する。
③ただし、添付資料のみで保健福祉事務所に申請があった場合は、保健福祉事務所が添付資料に基づき、参考様式を記載する。

④保健福祉事務所は、必要な書類を確認のうえ、進達する。

　　 ⑤現在、核酸アナログ製剤治療助成を受給者に対し、今回の要領変更の周知を行う。
【参考】厚生労働省通知「160228自治体への回答」Ｑ＆Ａ抜粋
　Ｑ３：診断書に代わる「検査内容」、「受けている治療内容」資料は、どのようなものか。
Ａ３：・「検査内容が分かる資料」：医療機関で発行された検査結果報告書、健診や人間ドックの報告書、肝炎患者支援手帳等（ウイルスマーカーや血液検査等の結果が分かるもの）

・「治療内容が分かる資料」；薬局から発行される薬剤情報提供書、お薬手帳に貼付されるシール、肝炎患者支援手帳等（核酸アナログ製剤投与歴が分かるもの）
Ｑ６：診断書がない場合、医師が治療継続の必要性を判断したことの確認方法は。
Ａ６：医師の処方による核酸アナログ製剤の投与が行われていれば（継続）、医師による治療継続の必要があると勘案できる。なお、必要が認められれば適宜処方医への確認をされたい。
Ｑ19：診断書において、有効期間は「3ヶ月以内」が削除された。有効期間はなくてよいのか。
　Ａ19：実務上差し支えない範囲で対応を判断されたい。
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